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特集：滋賀県衛生科学センターにおけるデータ分析の取り組み

県
民
の
健
康
寿
命
延
伸
と

健
康
格
差
縮
小
に
向
け
た
事
業
と
し
て

　

平
均
寿
命
を
延
ば
す
だ
け
で
は
な
く
、
健

康
で
元
気
に
生
活
で
き
る
期
間
で
あ
る
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
の
健
康
寿
命
は
、
都

道
府
県
別
の
厚
生
労
働
科
学
研
究
の
研
究
報

告
『
日
常
生
活
動
作
が
自
立
し
て
い
る
期
間

の
平
均
』（
２
０
１
６
年
）
に
よ
る
と
、
男
性

が
２
位
、
女
性
が
３
位
で
し
た
。

　
「
健
康
い
き
い
き
21
ー
健
康
し
が
推
進
プ
ラ

ン
ー
」（
２
０
１
８
年
３
月
改
定
）
で
は
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

の
縮
小
を
目
標
に
、
各
地
域
の
特
性
や
健
康
課

題
の
明
確
化
に
取
り
組
み
、
情
報
の
発
信
（
見

え
る
化
）
に
努
め
る
こ
と
、健
康
、医
療
、介
護
、

社
会
環
境
等
の
デ
ー
タ
分
析
を
す
す
め
、
県
や

市
町
に
お
け
る
予
防
的
な
取
組
へ
の
活
用
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
滋
賀
県
で
は
、平
成
29
年（
２
０
１
７

年
）
４
月
に
健
康
や
医
療
、
介
護
等
に
関
す

る
各
種
デ
ー
タ
を
一
体
的
に
分
析
・
活
用
す

る
『
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
デ
ー
タ
活
用

事
業
』を
開
始
。
健
康
の
質
を
表
す
健
康
寿
命

や
そ
れ
と
関
連
の
あ
る
指
標
を
用
い
て
統
計

解
析
し
、
滋
賀
県
の
位
置
づ
け
や
強
み
・
弱

み
を
把
握
し
、
健
康
づ
く
り
施
策
に
役
立
つ

根
拠
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
滋
賀
大

学
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
と
デ
ー
タ
活
用

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
お
よ
び
滋
賀
県
の

３
者
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
集
第
２
回
は
、
１
年
目
に
取
り
組
ま
れ
た

「
健
康
寿
命
の
要
因
分
析
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
今
後
の
施
策
に
反
映
す
る
た
め
の
材
料

整
備
を
目
的
と
し
て
、
主
に
滋
賀
県
の
長
寿
の

要
因
や
生
活
習
慣
、
生
活
環
境
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
前
回
か
ら
引
き
続
き
滋
賀
県
衛

生
科
学
セ
ン
タ
ー
健
康
科
学
情
報
係
の
井
上

英
耶
さ
ん
に
、
そ
し
て
今
回
新
た
に
セ
ン

タ
ー
次
長
の
我
藤
一
史
さ
ん
と
滋
賀
県
健
康

医
療
福
祉
部
健
康
寿
命
推
進
課
の
奥
井
貴
子

さ
ん
（
健
康
し
が
企
画
室
室
長
補
佐
・
事
業

推
進
係
長
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
た
後
半
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

役
割
の
一
つ
「
健
康
医
療
福
祉
疫
学
統
計
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
の
活
動
事
例
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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     健康寿命延伸のためのデータ活用プロジェクト
　「健康寿命の要因分析」について

　 特集：滋賀県衛生科学センターにおけるデータ分析の取り組み
第2回



男性     位 滋賀県　81.78歳
長野県　81.75歳
京都府　81.40歳
奈良県　81.36歳

長野県　87.67歳
岡山県　87.67歳
島根県　87.64歳
滋賀県　87.57歳

女性4位
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1位
4位
13位
2位
6位

多量飲酒を
する人が少ない

スポーツを
する人が多い

男性

男性

女性

男性

女性

タバコを吸う
人が少ない
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し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
健
康
寿
命
と
生
活
習
慣
と
の
関
連
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
旅
行
、
趣
味
、

読
書
は
正
の
相
関
、
一
方
喫
煙
や
飲
酒
、
肥

満
は
負
の
相
関
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
と

労
働
時
間
や
県
民
所
得
と
い
っ
た
生
活
環
境

と
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
デ
ー
タ
か
ら
も

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調

査
か
ら
平
均
寿
命
、
健
康
寿
命
に
は
、
生
活

習
慣
の
み
で
な
く
生
活
環
境
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
す
。

●
全
国
平
均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ

平
成
27
年
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
都
道
府

県
別
の
平
均
寿
命
の
調
査
（
発
表
・
平
成
29
年
）

に
よ
る
と
、
滋
賀
県
の
男
性
は
81
・
78
歳
で
日

本
一
、
女
性
は
87
・
57
歳
で
第
４
位
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
国
際
基
準

の
統
計
で
も
滋
賀
県
が
長
寿
県
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
平
均

寿
命
と
死
因
と
生
活
習
慣
と
の
関
係
を
可
視

化
す
る
調
査
で
は
、
男
女
と
も
喫
煙
や
飲
酒
、

肥
満
な
ど
が
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
と
関
連

平
成
29
年
度
の
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の

デ
ー
タ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

「
健
康
寿
命
の
要
因
分
析
」に
つ
い
て

平均寿命は50年前に比べ約 14歳 上昇！
滋賀県の男性平均寿命

滋賀県の女性平均寿命
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出典：厚生労働省「平成27年都道府県別生命表の概況」

全国 67.74歳

滋賀 67.26歳

滋賀 81.78歳

全国 80.77歳

全国 72.92歳
全国 87.01歳

滋賀 72.48歳

滋賀 87.57歳

●
長
寿
の
理
由
１
行
動
要
因

『
健
康
な
生
活
習
慣
を

　
　
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
!?
』

　

ま
ず
生
活
習
慣
に
つ
い
て
滋
賀
県
の
全
国
で

の
望
ま
し
い
方
か
ら
の
順
位
を
見
る
と
、男
性

の
野
菜
摂
取
量
と
B
M
I
、女
性
の
野
菜
摂
取

量
を
除
き
、す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て
全
国
平

均
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。と
く
に
男
性
で
は

喫
煙
率
の
低
さ
が
日
本
一
で
あ
り
、他
に
も
１

日
あ
た
り
２
合
以
上
の
飲
酒
割
合
、喫
煙
率
、趣

味
・
娯
楽
率
、学
習
・
自
己
啓
発
・
訓
練
率
、旅
行

率
、ス
ポ
ー
ツ
総
行
動
者
率
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
率
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
率
が
10
位
以
内
。女
性
も
同
様

に
喫
煙
率
、B
M
I
、趣
味
・
娯
楽
率
、学
習
・
自

己
啓
発
・訓
練
率
、旅
行
・行
楽
・観
光
率
、ス
ポ
ー

ツ
総
行
動
者
率
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
施
率
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
率
が
10
位
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特集：滋賀県衛生科学センターにおけるデータ分析の取り組み

※ 1

※ 2

※ 3
出典：※１「平成 28 年国民健康・栄養調査」より ※２「平成26年NDB オー
プンデータ」より ※３「平成28 年社会生活基本調査」より



2位
80.39歳

16位
72.30歳

3位
84.44歳

42位
74.07歳

客観的指標

主観的指標

客観的指標

主観的指標

2位
失業者が少ない

9位
労働時間が短い

4位
県民所得が
高い

2位
ジニ係数（所得格差）が

少ない

1位
高齢単身者が
少ない
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特集：滋賀県衛生科学センターにおけるデータ分析の取り組み

●客観的指標・・・
日常生活動作が自立している期間の平均
　介護保険の要介護度２～５を不健康な状態と定義し、生命表法とサリバン
法を用いて算出。

●主観的指標・・・
日常生活に制限のない期間の平均
　国民生活基礎調査の「あなたは現在、健康上の問題で日常生活に何か影響
ありますか ?」の問いに対して「ある」と回答したものを不健康な状態と定義し、
生命表法とサリバン法を用いて算出。国の健康日本 21（第２次）における健
康寿命の指標として用いられています。

出典：厚生労働省・厚生労働科学研究「健康寿命の全国推移の算定・評価に関する研究（全国
と都道府県の推移）（平成 29 年度分担研究報告書）」
※各順位は要因分析を行った平成 29 年時点で判明していた最新数値を用いている。

滋
賀
県
の
長
寿
の
秘
密
は
、

健
康
な
生
活
習
慣
を
持
っ

た
人
が
多
く
、
そ
れ
を
支

え
る
生
活
環
境
が
整
っ
て

い
る
こ
と
。

　

今
回
の
結
果
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や

趣
味
・
娯
楽
、
学
習
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
や
、
喫
煙
や
過
度
の
飲
酒
を

控
え
る
こ
と
が
平
均
寿
命
や
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
要
因
で
あ
る
と
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
寿
命
に

影
響
を
与
え
る
行
動
要
因
に
は
、
環

境
要
因
が
大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ

と
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
を
取
り
巻
く
環

境
づ
く
り
が
よ
り
重
要
に
な
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

『
健
康
寿
命
』も

滋
賀
県
は
全
国
上
位
に
！

　

健
康
寿
命
の
算
出
方
法
に
は
、
い
く
つ
か

の
指
標
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
は
、

介
護
保
険
の
要
介
護
度
な
ど
を
指
標
と
し
た

「
客
観
的
指
標
」
に
よ
る
と
男
女
と
も
に
全

国
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方

の
「
主
観
的
指
標
」
で
は
特
に
女
性
に
お
い

て
低
い
順
位
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
民

性
や
健
康
に
対
す
る
意
識
の
違
い
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
長
寿
の
理
由
２
環
境
要
因

『
生
活
習
慣
を
支
え
る

　
　
生
活
環
境
も
良
い
!?
』

　

滋
賀
県
は
、
県
民
所
得
や
完
全
失
業
率
、
総
労

働
時
間
な
ど
、
生
活
環
境
を
示
す
各
項
目
に
お
い

て
も
概
ね
10
位
以
内
で
し
た
。
生
活
に
ゆ
と
り
が

あ
る
か
ら
こ
そ
運
動
や
旅
行
、
趣
味
、
自
己
学
習

な
ど
を
楽
し
め
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
単
身
者
が
少
な
い
こ
と
や
、

住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
活
発
な
こ
と

か
ら
、社
会
関
係
資
本
の
充
実
も
推
察
可
能
で
す
。

こ
の
研
究
に
よ
り
生
活
習
慣
は
生
活
環
境
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

特集：滋賀県衛生科学センターにおけるデータ分析の取り組み

出典：※４「平成 22 年国勢調査」より ※５「平成 28 年毎月勤労調査地方調査平均」より 
※６「平成 25 年県民経済計算」より ※７「平成 26 年全国消費実態調査所得分布などに関す
る結果（２人以上の勤労世帯）」より ※８「平成 27 年国勢調査」より

（補足）なお、滋賀県の各順位は、要因分析を行った平成 29 年時点で判明していた最新数値を
用いており、その後、順位は変動している場合があります。平成 30 年 8 月に公表された平成 27
年度県民経済計算において、滋賀県の一人当たり県民所得は全国 12 位となっています。

※４ ※ 5

※ 6 ※ 7 ※ 8
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健
康
医
療
福
祉
疫
学
統
計
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

【
活
動
事
例
紹
介
】

　

衛
生
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
・
医
療
・

福
祉
関
連
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
施
策

の
立
案
に
貢
献
す
る
た
め
、
県
の
関
係
機
関
や

市
町
の
デ
ー
タ
利
活
用
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
町
ご
と
に
異
な
る
健
康
課
題
に
ど
う
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
、
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る

こ
と
が
そ
の
目
的
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
健
康
医
療
福
祉

疫
学
統
計
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て
の
活
動
か

ら
二
つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
パ
ク
ト
と
わ
か
り
や
す
さ
で

行
動
変
容
を
促
す
、

通
称「
健
康
見
え
る
ち
ゃ
ん
」　

　
「
メ
タ
ボ
該
当
者
に
対
し
健
診
結
果
を
も
と

に
特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
も
、
な
か
な
か
生

活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な
い
」
と
い
う

保
健
師
の
声
を
も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。
健

診
結
果
を
項
目
ご
と
に
年
代
・
性
別
に
分
け
、

1
0
0
人
当
た
り
の
順
位
と
と
も
に
可
視
化

す
る
も
の
で
す
。（
左
上
図
）こ
の
資
料
を
作
る

に
あ
た
り
、
平
成
29
年
度
の
特
定
健
診
を
受
診

し
た
約
20
万
人
分
の
結
果
を
解
析
し
ま
し
た
。

　

特
定
保
健
指
導
の
際
に
本
ツ
ー
ル
を
試
用
い

た
だ
い
た
県
内
の
５
市
１
町
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
う
と
、
対
象
者
の
76
・
１
％
が
『
順
位
を

知
っ
て
驚
い
た
』『
知
っ
て
良
か
っ
た
』と
回
答
。

さ
ら
に
、
こ
の
回
答
を
し
た
メ
タ
ボ
該
当
者
の

78
・
６
%
が
『
生
活
習
慣
を
変
え
よ
う
と
思
っ

た
』と
答
え
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

『
生
活
習
慣
を
変
え
よ
う
と
思
っ
た
』
と
回
答

し
た
人
を
指
導
し
た
保
健
師
や
栄
養
士
な
ど
の

90
・
０
%
が
『
指
導
の
参
考
に
な
っ
た
』
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
と
わ
か
り
や

す
さ
で
行
動
変
容
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
ツ
ー

ル
と
し
て
、
全
市
町
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

各
市
町
お
よ
び
２
次
医
療
圏
域

ご
と
の
健
康
課
題
と

生
活
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
抽
出

　

県
内
19
市
町
が
保
有
す
る
国
保
の
特
定
健
診

等
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
市
町
・
２
次
医
療
圏

ご
と
の
検
査
値
（
B
M
I
・
腹
囲
・
血
圧
・
血
糖
・

脂
質
）
お
よ
び
質
問
票
（
喫
煙
・
飲
酒
・
運
動

習
慣
な
ど
）
の
該
当
割
合
を
集
計
す
る
と
と
も

に
、
検
査
値
と
質
問
票
と
の
関
連
を
解
析
し
ま

し
た
。
ま
た
、
集
計
し
た
該
当
率
が
県
全
体
と

比
較
し
、
望
ま
し
い
か
否
か
を
比
べ
る
た
め
に

リ
ス
ク
偏
差
を
計
算
し
、
市
町
・
２
次
医
療
圏

域
ご
と
に
県
全
体
と
比
較
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
血
圧
が
高
い
」
と
い
う
健
康
課

題
は
多
く
の
市
町
が
抱
え
て
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
至
っ
た
理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
は
ず
で

す
。
悪
か
っ
た
検
査
値
と
有
意
に
関
連
の
あ
る

生
活
習
慣
を
示
す
と
と
も
に
、
市
町
特
有
の
健

康
リ
ス
ク
や
生
活
習
慣
リ
ス
ク
を
年
代
（
40
～

64
歳
・
65
～
74
歳
）
と
性
別
に
分
け
て
抽
出
。

現
状
を
理
解
し
や
す
く
、
市
町
に
お
い
て
、
健

康
づ
く
り
の
具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

次
回
は
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
デ
ー
タ

活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
年
目
の
取
り
組
み
と
な

る
「
住
み
や
す
い
街
と
健
康
寿
命
の
関
連
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
お
届
け
し
ま
す
。

大津市・男性　働き盛り（40歳～64歳）

悪い項目　　　影響1位 　影響2位　　影響3位
BMI25以上
腹囲基準値以上
拡張期血圧
HDL
LDL
空腹時血糖

早食い
早食い
飲酒頻度
喫煙

走行遅い

走行遅い
就寝前の夕食

早食い

健康リスク
・「腹囲基準値以上」が高い
・「LDL（140以上）」が高い

生活習慣リスク
・1年間に「体重3キロ増減」が高い
・「早食い」が高い

夜食間食多い
走行運動なし

飲酒量男子2合

喫煙
体重10キロ増加

体重3キロ増減夜間間食多い

朝食欠食

飲酒頻度

睡眠不足

飲酒量男性2合 週2回の運動なし

走行運動なし

走行遅い

早食い就寝前の夕食

BMI18.5未満
BMI25以上HbA1c

腹囲基準値
以上空腹時血糖

LDL

HDL

収縮期血圧

拡張期血圧
中性脂肪

健康
リスク

生活習慣
リスク60

50

40

30

60
50

40

30

大津市　　 　県の平均（50）

検査値と有意に関連のあった
生活習慣を3項目列挙

有意な関連が認められた
項目がない場合は空欄

検査項目はリスク偏差が
50以上のもののみ選択

（例）




